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第 2章から第 4章においては，7回に及ぶ調査（総数 286名），第 5章においては 2回
の介入実験（総数 14 名），第 6 章においては 2 つの事例研究の結果に基づいて論考を行
い､第 7章では総合的な考察がなされた。得られた成果は，以下のように要約される。 
1. 感情モダリティそれぞれと対応する感覚モダリティ・身体部位の関連性が明らかとな
った。たとえば 「しあわせ」は，味覚・温覚との高い関連性，痛覚との低い関連性が
認められ，「悲しい」と対極的な関係にあった。「怒り」は額，「嫌い」は胃・へそ・下
腹部との関連性が高かった。
2. このイメージ関連性は，アレキシサイミア傾向・身体感覚増幅傾向・フォーカシング
的態度によって増幅されていた。但し，アレキシサイミア傾向は，身体感覚増幅傾向に
よって増強される一方，フォーカシング的態度によって抑制されるという関係が見出さ
れた。
3. 身体増幅傾向の高い群は，イメージ関連性からは，感情の的確な区別はできないこと
が示されたが，フォーカシング的態度の高い群は，「しあわせ」と「悲しい」を明瞭に
区別するなど，感覚･身体部位イメージを使って感情の違いを的確に判別していること
が示された。
4. フォーカシング的態度の学習によって，感情-感覚・身体意識イメージの結合パター
ンの変容を生じさせ，感情の分離を明瞭化させることを介入実験によって実証した。
5. フォーカシング的態度の学習の効果は，臨床事例からも確認された。
6. 以上より，個人特性の違いが，ネガティブモードとポジティブモードを介して感情・
身体意識に影響するモデルを提案した。
以上の研究は，感情領域に新たな知見をもたらすにとどまらず，感情生活の改善とい
う QOL向上に有益な示唆を提供するものである。よって、本論文の提出者は博士（文学）
の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
